
富山医科薬科大学看護学会誌 第1 号 1 9 98

大学課程に おける地域看護実習に 関する検討
一

実習記録 , 自己評価, 実習ア ン ケ
ー

トの 分析から -

大野昌美, 梶[引見子 , 前畑夏子, 村山正子

富山医科薬科大学医学部看護学科地域 ･ 老人看護学講座

要 約

保健婦活動 の理論と基本技術を伝える効果的な教育方法を追求する ことを目的に
,
平成 9 年鹿

本学看護学科 4 年生67 名の実習記録 , 自己評価 , 実習ア ン ケ ー トを資料に地域看護実習の 量的 ･

質的分析を行 い , 以下の 知見を得た.

1 ) 学生 は体験 した こと
,
現象として見える ことは理解 できて い る . しかし

,
保健事業や家庭訪

問を地区活動の
一

方法として捉える こと は難しい .

2 ) 地区把撞実習が段階的な実習と して 位置づ けられ るよう ,
さら に実習方法 ･ 内容の 工 夫が必

要で ある .

3 ) 地域保健法の 全面施行に伴う新たな地域看護の現状を踏まえた上 で
, 実習目標をより明確に

し, 実習方法 ･ 内容を検討する必要がある .

4 ) 実習指導者に対 し, 大学課程における看護教育及び本学の 実習目標 ･ 実習指導体制 につ い て

理解と協力を得て い くこ とが大切である.

5 ) 短期間の 実習をより効果的にするため の実習体制づ くり及び教育研究が重要で ある .

キ ー ワ ー ド

大学課程,
地域看護実習 , 教育評価

序 文

地域保健法の全面施行, 保健所統廃合 ,
公的介

護保険法の 制定等,
これから保健活動が大きな変

化を して く中で , 地域看護教育 にお い ても社会や

住民 ニ ー ズに柔軟 に対応できる基礎能力の育成が

必要とな っ てきて い る .

本校は平成 5 年度に看護学科が開設され ,
地域

看護実習は今年度 が 2 年目で あり,
まだ試行錯誤

の 段階である . 保健婦活動の理論と基本技術を伝

える効果的な教育方法を追求 し, 講義及び実習体

制, 実習内容の 評価 ･ 改善をして い く必要がある .

本研究で は
,
実習の 中で も地域看護実習Ⅱ ( 地

区把握実習
,
保健所実習 , 市町村実習) につ い て ,

学生の 実習体験及び学びな どを整理 ･ 考察し
,
今
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後の 地域看護実習の あり方に つ い て 検討する .

研 究 方 法

1 . 対 象

対象は , 編入生10 名を含む平成 9 年鹿本学看護

学科 4 年次学生67 名で ある .

2 . 分析方法

分析 は , ①実習日誌 , ②家庭訪問実習記録 , ③

実習課題 レポ ー

ト ｢ 保健所及び市 町村実習を通 し

て学ん だ こと , 考えた こと｣ を資料と し ,
実習目

標との 関連で 量的 ･ 質的に分析 した . また
,
実習

目標 へ の 到達度の 自己評価を5 段階で 評価 し, さ

らに
, 実習指導, 実習記録 , 実習時期

,
地区把握

実習 , 地域看護実習の改善 ･ 要望 な どに 関するア

ンケ
ー

ト調査を行 っ た . ア ン ケ
ー

トは無記名で実



大学課程 にお ける地域看護実習に関する検討

施した .

A . 量的分析

①実習日誌

実習内容を,
｢ オリ エ ンテ ー

シ ョ ン
･ 見学｣ ｢ 家

庭訪問｣ ｢ 健康診査
･ 検診, 健康相談 ･ 健康教室｣

｢ 健康教育｣ ｢ 会議 ･ 検討会｣ ｢ その 他｣ の 6 項目

に分類 し, 実習内容 , 経験数及び経験割合を把握

した .

②家庭訪問実習記録

家庭訪問の ケ ー ス を ,
｢ 母子｣ ｢ 感染症 ･ 結核｣

｢ 精神｣ ｢ 特定疾患 ･ 難痛｣ ｢ 成人｣ ｢ 老人｣ ｢ その

他｣ の 7 項目に分類し , 各項目の 訪問件数, 学生

1 人平均訪問件数, 割合 ( % ) を把握 した .

B . 質的分析

(事実習課題 レポ
ー

ト

レポ ー トの 記述内容を実習目標 に沿 っ た以下の

7 つ の 視点 につ い て分類整理した .

1 . 各種保健事業における保健婦の役割や機能

2
. 地区活動の展開方法

3 . 関係機関との連携

4 . 相談的対応技術 ･ 教育的対応技術

5 . 家族を基盤に した援助の 展開方法と保健婦

の ケア コ
ー デ ィ ネ ー シ ョ ン 機能

6 . 地区組織 ･ 住民リ ー

ダ
ー

7 . 保健所保健婦と市町村保健婦

④ア ン ケ
ー

ト調査

学生の 自己評価は 5 点を最高とする 5 段階評定

( 5 - 良くできた 4 - だ い た い で き た 3 - 少 し

できた 2 - あまりで きなか っ た 1 - できなか っ

た) により評価 した . 評価項目は実習目標に合わ

せ
,
1

.

ヘ ル ス ニ ー ズ の 把握 ,
2 . 地区活動計画

の 必要性
,
3 . 住民の サ ー ビス 利用実態,

4 . 保

健所の役割 ･ 機能,
5 . 関係機関との 連携 ,

6
.

保健サ ー ビ ス の提供方法 ,
7 . 家族援助の 展開

,

8 . 住民参加の あり方 ,
9 . 地区担当保健婦の 責

任め 9 項目と した .

その他
,
実習指導の 適切さ , 実習記録量の 適切

さ
, 実習記録内容の 適切さ ,

実習時期の 適切さ,

実習中の 地区把握 レポ
ー トの 利用状況につ い ての

選択回答及び地区把撞実習の 改善点 , 地域看護実

習の改善点 ,
講義 ･ オリ エ ンテ

ー

シ ョ ン に対する

要望に つ い て の 自由記載項目を設定 した .

- 50 -

本学の地域看護教育の 方法と特徴

地域看護実習の 目的 ･ 目標 は表1 の ように設定

した . また
, 実習は表 2 の ように ,

地域看護実習

Ⅰ ( 訪問着護ス テ ー シ ョ ン実習) と地域看護実習

Ⅱ ( 地区把握実習,
保健所実習 ,

市町村実習) の

大きく 2 つ の実習か ら構成 し, 連続した 4 週間の

実習として行 っ た . ただし
,
看護婦免許所有者で

ある編入生10 名に つ い て は実習Ⅰは行わず,
連続

した 3 週間の 実習と して 行 っ た .

地域看護実習Ⅱの 内容 につ い ては以下の 通りで

ある.

①地区把握実習

7 市町村を中心と した ｢ 地域特性｣ 及び ｢ 地域

集団 レベ ル の健康状況｣ を把握する学内実習を実

施した . 3 年次の 講義で学ん だ ｢ 地区診断｣ の 経

験を活か し
,
①地域の 一 般概況 , ②生活集団の 構

成と生活実態, ③社会資源の 現状と利用状況, ④

地域集団 レベ ルの 健康実態 , ⑤保健事業 ･ 保健婦

表 1 地域看護実習の 目的 ･ 目標

実習目的

既 習の 地 域保 隼
･ 地 域看護の 知鼓 ･ 技術を 実践の 塘で 統合 し , 地域 で 生活

す る人 々 のt) つ ヰ康問 題を理 解 し. 実践活動 を 体挨 す るこ と に よっ て, 活動

の頓 に 応 じた問 題解決 の 方法 と看謙の あり方 を学ぷ.

実習目肯

地稚モ謙実習I ( 妨同寺書万 一

ション実習) 〔1 単 位: 45 時間〕

1. 在宅者巻舌 とそ
の 家族の も つ 問 題を理解 し . 個 々 の 対象者 の 生 活に 即 し

た看護の 実 際を倖検す る.
2
.
訪問 者差ステー ションの 活動 の 実 際を学び . 在 宅 者着 に お ける訪 問着護 婦の 役

瓢 と看護の 錬能を理解す る .

3. 在宅 者毒
に 活用 で きる保任

. 医 療
･

福祉 資 源 と在宅ケ7システムを理 解する

地域舌ZI 実習 H 〔3 単位:1 35 時間〕

〔地区把 握実 習〕
1 保任 所

･ 市 町村 実習地 域 に お け る地 域特 性 や 建簾問 摩 を既 存の 行政賓料

等か ら把握 す る.
2. 実習 保任所

･

市町 村 の 地域 床隼 計画 と. そ
の 活 動実 績 を行政費 科や 現地

調査 専に よ っ て 把 捉す る.
3
.
保 任所 ･ 市町村 の 保 捷計画 と保捷活 動の 状 況 を既存 の 資料 や床 任所で 行

われ る合 同才
1
)Ⅰンテ

ー

ラョンを通 して 把捉 す る

〔保食所 実習〕

1. 保隼 婦の 地 区活動 計由 の 作成過程 の 実際 を芋 U. 地 域住 民の
ヘ ル ス ニ ー

ズ に 基づ く地域 看護活 動 の 展 開方法 を理 解 す る.
2
.
昧 任所が 実施す る各種 保 軽事業 に 参加 し

.
住 民の 利 用実態 , 保 妊婦の 役

割 や凍能 に つ い て 理 存す る .

3
.
地域 採種法 に 基 づ く 保任所 の 活 動 の 実際 を芋 び 公的保 軽活動 に お (+ ら

床 任所の 果たす べ き役割 と練 能 . 市町 村及 び閑床 棲関と の 連携 方法に つ

い て 理解 す る.
〔市■丁村 実習〕

1 床桂婦の 受け持 ち地 区の 保軽 活動 の 実際 を体鼓 し. 保建 サ ー ビ スを振 合

的 に 提供 す る意 義 と方法 を理 解す る.
2
,
食 康問専 をt , つ 人 々 とそ の 家族 に 対す る家 庭 訪問 を行 い

.
家族 を基盤に

した援助 の 展開 方法 と保 妊婦 のケアコーテ
●

ィ1-ション横能 を理解 する.
3
.
地 区の 保 任推進 貞等 へ の 支援と共 同活魚 の 実際 を字

7J . 住 民参加の 地域

尿軽活動 の あ り方 を理解す る
.

4. 地 区住民 の 生活
に 密 着した保 健活 動の 実 際 を通 して. 地 区担 当廉捷婦 ヒ

して の 責任と役 部を理 解す る.
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表2 地域看護実習Ⅰ ･ Ⅱ の構成

実習内容 実習場所 備 考

4 月 合 同 オリ エ ン テ
ー

シ ョ ン
暮

各保健所 地 域看護実習Ⅱ

1

渇
目

1 日 目 訪問看護スラ
｣
ション

. オリⅠンf - シ= 訪問者護 地 域 看護実習Ⅰ
ン
, 訪問ケース情報収集 スラ- シ7 ン

2- - 5
家庭訪問及 び記鐘指導 ステーション 地域看護実習Ⅰ

在宅ケアシステム . 地区 把握実習 学 内 地域看護実習Ⅰ Ⅱ

2
過
冒

6 カンファレンス( 事例/ 在宅ケ7システム) 学 内 地 域 看護実習Ⅰ

7 - 1 0 地 区把握 実習 学 内 地域 看護実習Ⅱ

3

遇

‖

■Ⅰ】 学内 オリ エ ン テ
ー

シ ョ ン 学 内

地 域 看護実習 Ⅱ

l 2- - ー5
l 保蛙所実習

〔
1

g蓋声宗主罪悪〕
各館健所

4

遵

冒

l 6 -

1 9

l 市r r 村実習 1

僅
I

i
/

壷蓋声孟琵品〕
各市町 村

2 0 実 習 の まヒめ 学 内

* 実 習地 域 に お け る 捷熊問題 ヒ. 良種所
･ 市町 村の 役割 ･ 哉能 及U 保妊婦活動

7) 戦 費を理 解し. 地区托≡提案習 と晦地実習
に 役立 て る こ と を目的 に 各床It 所 ⊂ て

行わ れ るも の 学 生全員が実習館任所に 集ま り, 尿任所床妊婦及 び管 内の実習 市
町 †1 7) 線種掃 か ら オ リ エ ン テーシ ョ ン を受け る.

活動の 実施状況と評価に つ い て レポ ー トとしてま

とめさせ た .

(参保健所実習 ･ 市町村実習

保健所実習 ･ 市町村実習ともに ,
施設全体及び

保健婦活動 ･ 保健事業に関するオリ エ ンテ ー シ ョ

ン
,
家庭訪問

,
保健事業 - の 参加

,
カ ン フ ァ レ ン

ス の 4 項目か ら構成して い る.

実習初日に ,
保健婦が施設全体及び保健婦活動 ･

事業に関する オリ エ ン テ ー シ ョ ン を行うこ とによ

り, 学生 に地区活動の 実際を理解させ た . また ,

後続の 保健事業 へ の 参加や家庭訪問実習におい て ,

常に地区活動全体との 関連 で捉えられ るようにし

た.

家庭訪問実習は
,
学生が地区活動の 一 手段と し

て理解できるよう ,
地区担当保健婦の 指導のもと

に
, 保健所で は保健婦との 同行訪問を 1 - 2 ケ ー

ス
,
市町村では 同行訪問また は学生単独訪問を 2

- 3 ケ
ー ス を行 っ た . 単独訪問につ い ては ,

保健

婦の行う訪問の 1 回分を学生が責任をも つと いう

形で行 っ た . 具体的には, ①訪問計画作成 ,
(参保

健婦によ る計画確認 , ③訪問実施 . ④実施直後の

訪問時の 状況 , 援助実施内容 , 今後必要な援助に

つ い て の 保健婦か らの 助言及び話し合 い , ⑤訪問

記録作成, ⑥保健婦 によ る記録内容の 確認と学生
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へ の 指導, と いう実習プロ セ ス を体験する . また
,

単独訪問の ケ ー ス に つ い て は
, 母子保健推進員 ,

リ ハ ビリ テ
ー シ ョ ン適所者等, 実際に保健事業に

携 わ っ て い る者や保健事業を活用 して い る者を選

定するように した. そして , 学生が対象との 人間

関係の 確立な ど基本的な指導援助に加えて , 推進

貞活動の 実態やリ ハ ビリテ
ー

シ ョ ン の評価に関連

する情報を捉えさせ , 家庭訪問を通 した地区活動

づくりを考えさせるよう に工夫した .

実習地域における保健事業の特徴や 目的に つ い

て具体的方策を考えられるよう に, 以下の ように

工夫をして い る .

保健事業につ い て は
,
学生は実習期 間中に行わ

れる事業に参加するた め ,
グ ル

ー プによ っ て その

内容は異なる . その ため , 実習の 素材 が違 っ て も

同
一

の 実習目標が達成で きるよう に , 参加前に事

業目的や実績
,
保健婦の意図や 工夫等に つ い て説

明を受けてから参加するように組んだ.
こ れによ っ

て
, 学生各々 が事業の あり方や保健婦 の役割を考

えられるように動機づ けた . 保健事業の参加場面

にお い て は
, 学生が住民との 対応 の 中から様々 な

気づきが出来るよう
,
見学の み でなく直接住民と

接する機会を設けた . さらに
, 保健事業終了後に

は学生の 感じたこ と , 気づ い た こ と , 疑問等に つ

い て保健婦と話し合う場を持 つ ように した.

健康教育につ い て は
,
実習が短期間の ため , 健

康教育の 実施につ い て は実習施設の 要望や学生の

希望がある場合にの み実施 し, 事前学習を課した .

実習最終日 には学生の 他, 保健婦 , 教員が参加

しカ ン フ ァ レ ン ス を行 っ た .

結 果

1 . 量的側面からみた結果

1 ) 実習項目内訳 ( 図1 )

学生の実習項目の経験割合及 び内容 ･ 経験数は

次の 通りである .

｢ オ リ エ ンテ ー シ ョ ン ･ 見学｣ : 保健所 で は感染

症対策, 特定疾患 ･ 精神保健等 の講義が多く, 市

町村 では特別養護老人ホ ー ム 等の 施設見学が多か っ

た .

｢ 家庭訪問｣ : 保健所 ,
市町村共に全体 に占め る

割合 は同程度であ っ た. また
, 訪問総数で は市町
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村が保健所の 約1 .6 倍 と多くな っ て い た が, 訪 問

ケ
ー ス の情報収集 ･ 計画調整の 経験数は両者に大

きな差 は認められ なか っ た .

｢ 健康診査 ･ 検診, 健康相談
･ 健康教室｣ : 実習

全体に 占める経験割合が最も多か っ た . 保健所 ･

市町村共に母子保健関係事業が半数以上を占め
,

保健所 で は 3 か月 ･ 4 か月児健康診査な ど市町村

支援事業に関するもの が顕著 であ っ た . 保健所で

は
,
デイケ ア

, 乳幼児発達健康診査,

一

般クリ ニ ッ

ク , 市町村で は機能訓練
,
予防接種

,
1 歳 6 か月

児健康診査 ,
3 か月 ･ 4 か月児健康診査な どが多

か っ た . 以上 の ように , 各機関が実施主体とな っ

て い る保健事業の 経験が多くな っ て い るが
,
保健

所 にお い て は 1 歳 6 か月児健康診査な ど市町村支

援事業にも参加して い た.

｢ 健康教育｣ : 実習施設の 要望や学生の希望があ

る場合にの み実施 した ため , 保健所 ･ 市町村共に

実習全体に占め る割合は 1 割 に満たなか っ た . 内

容と して は, 保健所 で は虫歯予防や痴呆予防に関

するもの
,
市町村は遊びリテ -

シ ョ ン や乳房自己

検診法, 1 歳 6 か月児の 発育発達に関するもの 等

で あっ た .

｢ 会議 ･ 検討会｣ : 地域の社会資源 ( 医療機関,

福祉機関,
市町村

, 住民組織等) を コ
ー

デ ィネ ー

トし
, 専門的 ･ 技術的な支援を行う保健所で は市

町村に比べ 会議 ･ 検討会の 割合が多か っ た .

2 ) 家庭訪問内容 内訳

訪問総数は
,
同行訪問174 件 , 単独訪問41 件の

合計215 件で ,
訪問延べ 件数 は学生 1 人当た り平

均3 .2 件で あ っ た . 内容 内訳 は表3 の とおりであ

る
. 全体の 7 割以上を老人と母子の ケ ー ス が占め ,

図1 項目別実習構成割合

/
/ /

-
/

/ /

0 % 2 5 % 5 0 % 7 5 % 1 0 0 %

■1 1J エンラ
-
シ{> . 見学

､

■ 家 庭訪問

口健康診査､ 健 康相
談 ･ 教室

口 健康教育

■会議 ･ 検 討会

団 その 他
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表 3 家庭訪問内容内訳

全

E]
E)
士

構

特
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休 チ 妊 産

娼 婦
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ク児

礼

児
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児
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接
.
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EZ]
忠

病
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人 人

の

他
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●
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‖
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3
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l
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93 6 .う1 l 2
. O
g ラ. 58 3
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単独訪問の 半数以上 は老人の ケ ー ス で あ っ た. 母

子の ハ イリス ク児と幼児
, 感染症 ･ 結核 , 精神の

ケ ー ス は全て同行訪問で あ っ た .

2 . 質的側面か らみた結果

1 ) 実習課題 レポ
ー

ト

課題 レポ ー トか ら学生の学 びを分類整理 したも

の が表4 で ある . 全般 に
,
自分が体験 した こと

,

現象と して見える こ と ,
地域住民との接 し方等の

表4 実習課題レ ポ ー

トか ら見た学生の学び の 分類

まとめの故点 学 生 の 学 び

l . * 保健 AF の特鞍
三 i i-r■..

･

< 広い B)2t
, 常 い fE # 力 , 行政に巾きかける能力 , * かな人間性 が必耳

虫ける保■A? の
一

住民が自分の 力で水括 を作りたくなるよう方向づけして い く

役7I
.

* 能
･

保dE 婦Lま , ケース の同点群決能力を向上†るための 扶助をするこ とが大切
* 保健 事業の 展開 にお ける保健 A+ の役 割
･

保8( 姉ま
. 一時点 f=

-

け で なく長い ス パ ン で対 t の 二- ズを捉 えて いる
･

保dt A? は住民と行政 を轄ぷパ イプ 役であ る

* 行政J L としての 採種姑 の投射

ー限 ちれ f= 予 I の 中 でJ E 大隈 の 仕事を行う
一時代の ニー- ズ を揮え . 事美L= 反映さ tt るよう に 予拝企責を行う

* 他# t 関. 他 t fI との逮捕
･ 力 ン 7 7 し ン ス でf+ 稚交換や事挨処■に つ ., . て 相談し , 今夜 の 滝ゎに つなげる

2 . * 保健話 載の特 al

地区悪むの 展粥 一推進貝写 i 頚■以 外 の 人 ケ の 協力 Jt d あ つ て こそ良 猷古瀬が或り立 つ て いる

方法 r 地区悪セで は E] 標 を届 く に ■き , たきな 視点(二王 1 T = 初の 見方が必要
-

r :- : .
-

_
= ;

書 ヘ ル ス 二-- ズのf e 濯 方法
･ 保健婦 t

J

ま あ
{
' 袖 る烏会をfIJ 喝し住民と qt 権的(= 接 し て ,

..ち
･ 地区把握.

'

i 窯理 事羊や菜重訳問 等 . あち ゆ る織会をflJ 喝 し て 行われる

事住 民 生活に 合わ せた保健 事業の )'占用 方法
･

(t 民ここ事羊内 宮を 7 L
J

-- ル し ,
t r 7

+

I 持 全を荘 i て漣額 へ の 専 .1 づ けを行う
･

簾礎事薫こ 事切 し/
'

L t L 人 をどL
') よう;こ書きit ん で

.

. て ケ ツ 大きな諌 屯である
* 各 fI 保健 事 業と地区 議動 との関 連性

･ 古事集や柔軽部 軌三相互(二粥jI を持ち L-L l h も住民( = 恥き か .

'

1 る-- 方法である

3 . * 他 姓閑- 他 t fI との 共同溝 kb の あり 方 と方法
8I 廉ft 閑と L

T
} 事 ･ 地上王の 様

F

/
+

L Q 確 ,
.3i 鍵事美 bS 邑

'
= ち.
I) 鍾.* を サ ギ-- 卜 L て い る

E ] * 他 暮fI との 共同 志動 の中 での保健 婦の 独 自性

･ 他Jt 稚 乍詞 b つ て 牲自 J) 専門作を-
:

i 少 T 二 ヒ に 上- ' て 事業を盛り 土けて いる
･ 他年 確て L

'

ま補l . き r i
+

L l

.. a
: ラを保建婦 が.1 L て

L る

1 . 事 対 象の特 性 をキ 4 した烏開 方法

柑鼓的71 応接前 ･ 遵守充 帝J= .
'

まそ の Z8 を毘
fJ が ら亀未定~. 隻(二_

TL1 *-. T る 二と b
5
大 t}]

教育的村 k-.拝命 ･

勧 果的 な軟骨を行う
+

= 9) (二束蒐t8 市.
r丁集故 事Ⅶ 吉rJ 二-- ズ等 の 把握が大切

* 一門 t と しての 妻牡

･

よ りよ
'

.. 凍助をナる
+

= め に .

r

i 帽 f をfF 哨 .

_
よう とし. う奄繋 が 大切

･ 自分C:,価昏鼓を押 L つ け.r
A T

-- ス J 1-di菖 鼓. 考えをiS タ カ. 認める
ことが大切

* 面 接技術 . 相談 技術 . 保健 臨書技術

･ 咽兼 吉,? 脂 - 1 を出 し . 言占 し 告し- I:
} て きるよう

-

jt8 J ) 募園芸つ く
r
j b i 大 切

･ 指 斗で は掘
r
1; ト 旬 3t と E . 開惟 .

T-- ス( こ合 つ ,

+

= 個 別性を見抜 く能力が J1 .辛
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表 4 実習課題 レポ
ー ト か ら見た学生の学び の 分類

( つ づき)

まとめの視点 学 生 の 学 び

5. 一家庭訪問 の特徴

幸辰を基盤に し ･ 同 4 とな つ て い る硯は潔く , 地道 L= 問題
.
塀決 を図 つ て いかなけれEまならない

た且肋の展開方 ･ ケース と保it 婦 の 唐頼B8 係 なしでlま援助閑孫は成り立たない
法と尿鍵婦のケア + 対 象の 生活の 鳩で横地す るこ との音載

ニー〒
'

L L ラヨン8 L 能
･

安産 で しか見えない 生活の 様子を把握し , 実 生活に 即した援助を行う

* 個 々の安 産条件に合 わせ た援助方法
･

ケース f=
-

けで なくま族閑疎も 考度し , 享族全休がう麦くし､ くよう(二嬢肋 T る

･

家族を含めて 面接 し, その ニードを引き出して今葎の ケア に 投 エて石
･

世帯 の 中 の キー-バー- ノン を把握し , 由きかけることが大切

･

保妊婦は サ- ビ ス の 紹介は して も . そ の 決定Ft Lま本人と蒙昧( こちる

･

ケース と菓族の 建凍 g 理が , 保建婦の 目標とナる地L王全体の 健壌にJ :-
'

} 乍
Z

J.
I

* 同 行訪問 での 学 び

･

自然な会話の 中で士* 確収集し , 式事 , 援助 , 指事を し て ぃ る

一

P T と の三方問で 専門性を活かしと住宅改造や介jE 紙器
IT ) 事 人 Jl/ 年初一言を亨 :v

'

i

* 他 t fI . 他拙 碑との 連携 .
ケアコ-テ

`

イ トシ∃ン撫綻

･

様 々 な q fi が遵捕をと つ て患 者と音族をサポート して し る
･

保雄婦に Eま ケ ア コーチ イ 享-- シ ∃ ン積能が ある
･

保健
.

医■
.

福祉 との き摂 を函り , 患者 の 二 - ズ(二兎~L え て し こ ピー尊乍 F 与

6

.
他 Ur
租桟. 住民

* 地 区組織一住 民 リ- ダーの育成
･ 県連婦は住民の 自主作を伸は L . 活動を支壌 ナる役割をち

J
)

ノ
ト

- ダー
･ 速効の it となるよう な)A ,1 を育て て い く こ とも保建婦.I) 重要

-

i
-

偉 割ー: i , 7;
* 住 民 との共 同溝輸 のあ り方 と方法

･

地区租ヰに よ つ て尿鍵婦は住民の ニー-ズ を把握 し蒐策化し て
.
, 二 二 二

-
. i
T, さ ,

i

･

地 区租ヰ. f壬民リ- ダ-- の 自主性 を書生 し つ つ時(= は qL適任 lF 丁
7
_
二 二 I J Tこ U 7

保鍾所保健婦と

* 保健所 及 び市町 f1 の触旨邑一役割
･

市町村Li 旺民 に 身近 なサービ ス を , 保健所Lまより
r

_
7: 域杓. 専芦1 y] / .L} 圭｣r隻 .71

;

l 市 町村渓辞婦 l = 市町村で .
'i 主エ二号敷v

n ) ｢ 鍾康な人 ｣ を対史として L る l

書 保健所 保健 婦 と市 qT 村保 健婦 の役割

･ 各々別の 事美を行 っ て い る が 住民の 漣額を唄うところは 司し
･ 市FT 付保健対は 住民に より近い 存左 とし て 他項持性に 合 っ,

'
= 指 4 を √f

I

･ 保健市保健婦は各市町村が 岡持g: の 保健サービ ス ザ提供 T' きち 上--:. 二男繋†
Jl

+ 保鍵所 保鍵 持 と市町村保 健婦 との逮 捕

･ 互し､ の 健診 , カ ン フ ァ レ ン ス に･ ) ､ の 良種婦が 事犯 T る こ と で持 L; 号 I ; 1
'

二

保健指導技術に つ い て 学生の学びが多くな っ て い

る . しか し
,
参加 した保健事業や家庭訪問を地区

活動の
一

方法と して位置づ けて 考察したもの は少

なく ,
2 週間の 実習で は理解が難 しい 傾向にあ っ

た .

2 ) 自己評価及び ア ン ケ
ー ト調査

①自己評価

自己評価 9 項目の結果は図2 に示す通りであ っ

た . ｢ 良くできた｣ ｢ だ い た い で きた｣ を ｢ できた｣

と捉えると , 項目別で は ｢ 住民の サ
ー ビス利用実

態｣ が6 9 .7 % と最も高く
,
次 い で ｢ 保健所の役割 ･

機能｣ 6 8 .9 %
,
｢ 関係機関との連携｣ 63 .6 %

,
｢ 地

区担当保健婦の 責任｣ 54 .5 %
,
｢ 家族援助の 展開｣

51 .5 % で あり
,
こ の 5 項目に つ い て は半数以上 の

学生が ｢ で きた｣ と自己評価 して い た .
これに対

し , ｢ 保健サ ー ビ ス の 提供方法｣ ｢ 住民参加の あり

方｣ がそれぞれ43 .9 %
,
｢ ヘ ル ス ニ ー ズ の 把握｣

が36 .4 %
,
｢ 地区活動計画の 必要性｣ が30 .3 % で

あり, 実習目標達成度は低か っ た.

図2 実習目標到達度の 自己評価結果

住民のサーヒ
●

ス利用実態

保健所の 役割
･ 機能

関係税関 との 連携≡

地区担当保健婦の ★任≡

家族援助の展開
z

保健サーヒ
●

スの 提供 方法

住民参加の あ り 方

ヘ ル ス ニーズ把握

地区i吉動計画 の 必 要性

0 % 2 5 % 5 0 % 7 5 ㌔ 1 0 0 %

ご 串 良くできた J だい た い できた ロ 少しできた □ あまりできなか っ た Il できなかっ f=

②実習ア ンケ
ー ト

ア ン ケ
ー

ト回収率は98 .5 % で あ っ た . 図 3 に示

すよう に
,
保健所の 実習指導

,
市町村の 実習指導,

実習記録量, 実習記録内容に つ い て は ,
学生の 8

-

9 割が ｢ 適切｣ また は ｢ まあ適切｣ と応えて い

た . 実習時期につ いては
,
各臨地実習 ロ ー テ ー シ ョ

ン の最初に地域看護実習を経験 した者と成人看護

実習な どの 病棟実習を経験 して か ら地域看護実習

を実施 した者な ど様々 である . その ため , 実習時

期に つ い ての 考えが異なる ためか ,
学生の 約 4 割

が ｢ どち らとも い えな い｣ ｢ あまり適切 で な い｣

｢ 適切で ない｣ と して い た .
ロ ー テ ー シ ョ ン 前半

の 者は
,
病棟実習を終えて からの 方が良 い , 病棟

実習に行く前だ っ たため ,
病棟に 出て か らも地域

の こ とを考えながら病棟実習が で きて 良か っ たと

い う意見が挙げられて い た . また
,
ロ ー テ

ー

シ ョ

ン後半の 学生の 中には
,
実習を通 して 保健婦にな

る か どうか決めようと思うが就職試験 に間に合わ

な い と い う意見もあ っ た. ｢ 実習 中に地 区把握実

習で作成した レポ ー トは役立ちま したか｣ と いう

問い に対し
,
｢ どちらとも い えな い｣ 24 .2 %

,
｢ あ

まり役に立たなか っ た｣ または ｢ 役に立たなか っ

た｣ 43 .9 % で あり, 学生の約 7 割が役立 っ た とは

感 じて い なか っ た .

自由記載の 回答で は ,
｢ 地区把握実習の改善点 ･

意見｣ に つ い て , 実際に地域 に出向かな い とわか

らない 部分が多い ( 5 名) , ポ イ ン トを絞 っ て 把

握 できるよう に項目を挙げて ほ し い ( 4 名) , 既

存資料からの 情報収集 に終始し て い た ( 3 名) ,

- 53 -
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図 3 地域看護実習に関するア ンケ ー ト結果

地区把握レポ
ー ト

実習時期

実習記録内容

実習記録量

市町村指導

保健所指導

召適切

0 % 2 5 % 5 0 % 7 5 % 1 0 0 qb

■ まあ適切 G) どちらともい えず

国 あまり適切でない ■ 適切 でなし
_
､

グ ル
ー プで レポ ー ト作成を行うと分担作業になり

,

一

部分 しか理解されずに終わ っ て しまう ( 2 名)

等の 意見があっ た . ｢ 地域看 護実習 の 改善点 ･ 要

望｣ では , 保健婦 の就職試験前 に実習した い ( 5

名) , 実習場所が遠 い ( 5 名) , 実習期間をも っ と

長くして ほしい ( 4 名) , そ の 他 , 実習期 間が 短

すぎて 実習と いうより見学と い う感 じだ っ た , 実

習時期を早めて ほ しい とい う意見があ っ た .

｢ 講義や オリ エ ン テ ー シ ョ ン でも っ と学習 した

か っ た こと｣ と して は , 家庭訪問の演習 ( 2 名) ,

精神保健関係の 講義 ( 2 名)
,
保健指導の 具体的

な仕方と演習, 医療給付につ い て の学習等があっ

た.

考 察

1 . 変化する地域保健の 中で の 地域看護実習

地方分権 の潮流 の 中, 地域保健法が平成9 年 4

月より全面施行となり
,
住民に身近で頻度の 高 い

母子保健サ ー ビス 等に つ い て
,
その 実施主体は市

町村 に移譲され, 生涯を通 じた健康づくりの 体制

の整備を図るとともに, 保健所は専門的
･ 技術的

な業務の推進を図るこ ととな っ た. こ れに伴 い 富

山県で は , 平成10 年度に保健所統廃合を実施し,

県 9 保健所を 4 保健所 5 地域セ ンタ ー とする こ と

とな っ た . また
, 平成12 年 4 月には公的介護保険

法が実施され る等, 保健医療福祉分野が大きく変

化 し始め て い る . こ の よう に地域保健が混沌と し

た状況の 中で
,
学生に実習で何を どの 程度学ばせ

るか
,
ある い は学ばせ るこ と がで きるか ,

また社

会情勢 に柔軟 に対応 できるもの の見方や捉え方を

学ばせ るための 教育方法に つ い て検討 して い かな

ければならな い . 平成10 年度 には
,
現在実習依頼

して い る 4 保健所の うち 3 ケ 所が地域セ ン タ
ー

と

なるこ とか ら
,
地域 セ ンタ ー の機能 ･ 役割等が明

確になっ た上で ,
実習場所 に つ い ての検討が必要

とな っ てくる.

また , 保健所 ･ 市町村共に専門性の 追求や業務

量の 増大等に伴 い
,
地区分担制か ら業務分担制が

普及 してきて い る .
こ れ に伴 い , 担当地区に住 む

人々 の生活の 営みを捉えて い るはずの保健婦が ,

自分の担当地区が見えなくなりつ つ ある .
こ の た

め
, 実習目標の うち ｢ 地区担当保健婦としての 役

割と責任の 理解｣ に つ い て は ,
現場で学生が学 ぶ

ことが 困難になりつ つ ある .

以上 から
, 地域保健法の全面施行に伴う新たな

地域看護の現状を踏まえた上 で
,
実習目標を明確

に し
, 実習方法 ･ 内容を吟味する必要がある だろ

う .

2
. 大学課程 における地域看護実習

本来
,
学校側の 責任 にお い て学生の 指導が で き

るよう実習指導教員を配置することが望ましい が ,

本校 で は学生数に対する実習指導教貞不足 , 実習

施設が遠距離なこ と等
,
実習中に教貞 による主体

的指導が 困難な状況にある . さらに
, 実習終了後 ,

すぐに成人看護などの病棟実習や次ク ー ル の 地域

看護実習が始まるこ とか ら, 現在の実習ロ
ー

テ
ー

シ ョ ン で は実習終了後に学生側 ･ 教員側共に学 び

を深める ために十分な時間を確保する こ とは難 し

い . 深瀬
3)
が行 っ た ｢ 保健婦 ( 士) 教育の 実習形

態調査｣ の 結果 によ ると ,
実習指導にお ける教員

と施設の 指導者との 役割分担に つ い て ,
半数の 大

学が実習指導を施設の 指導者に任せ ,
さらに短大 ･

大学共 に教貞による主体的な指導が行われて い な

い こ と
,
また

, 実習の 到達目標と実習指導者 - の

期待が専門学校 , 短大専攻科 , 大学間で異な っ て

い る ことにつ い て明らかに して い る. 大学の場合
,

学生全貞が保健婦 になる こと を希望 して い る わけ

で はな い ため
, 実習目標や実習指導方法は自ずと

異な っ て くる こ とになる . 本校 で は, 保健婦希望

者は全体の 2 割程度であり, 実技を身に つ ける こ

とより
,
講義で学んだ理論や方法を実践現場で の

実体験を通して
,
先ず実感と して 捉えさせる こ と

に重点を置い て い る . すなわち
,
基本理念や活動
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方法 につ い て
,
具体的な事象で確かめながら理解

を深め させ
,
同時に看護学における ｢ 地域看護学｣

の 位置づ けにつ い て学生に考えさせる こ とを重視

して い る.

大学課程にお い て は
,
実習ロ ー

テ
ー

シ ョ ン の 関

係で実習後に十分な時間の 確保が困難なこ と, 施

設の指導者に学生指導の多くを任せ ざるをえない

状況にある こと
, 専門学校と異な っ た実習到達目

標で実習を行 っ て い ると いう現実から, 施設側に

対 し
,
大学にお ける看護教育 につ い て理解と協力

を得て い くこ とが不可欠と い える .

3 . 地区把握実習の見直し

本校の 地域看護実習Ⅱ は, 地区把握実習と保健

所 ･ 市町村実習か ら構成されて い るが , 保健所 ･

市町村実習の 際 , 地区把握実習で作成した レポ ー

トを利用しなか っ たり
,
役に立たなかっ たと感 じ

て い る学生が全体の 7 割に達して い たこ とから
,

2 つ の 実習が つ ながりの ない もの になっ て い ると

い える . 地区把握にと っ て自分の 目で見る こ と
,

自分の耳で 聞くこ とは欠かせ ない 要素であり,
ま

た実習ア ン ケ ー

ト の 意見からも
,
地区把握実習中

に学生自身に地区踏査を行う機会も与えて い きた

い
. その他 , ｢ ポイ ン トを絞 っ て 把撞 で きる よう

に項目を挙げて ほ しい｣ ｢ グル ー プ で レポ
ー トを

作成すると分担作業になり
,

一 部 しか理解されず

に終わ っ てしまう｣ という意見があり, 課題レポ ー

ト の与え方等につ い て検討 し, 地区把捉実習
,
保

健所 ･ 市町村実習が段階的な実習になるように実

習方法や内容に つ い て見直しが必要で ある.

4 . 学生の 学習傾向と実習指導の 展開上 の 課題

地域看護実習は
, 畢護の 対象を病院で療養して

い る者だけで なく
,
地域で生活 して い る者をも含

むことを理解し, さらに入院 して い る者も地域の
-

貞 である ことを実感するこ とができる唯 一

の機

会であると考えられ る . また, 場の 違 い による看

護の 違い 及び地域 で の看護の 役割を認識し
,
特 に

家庭訪問で は , 病院で は知るこ との できない患者 ･

家族の 表情 , 生活の 実態に触れ る体験を通して ,

看護の 主体が自分で はなく相手で ある ことを具体

的に学ぶ こ とが で きる機会で もある . 今回
,
課題

レポ ー

トか らみた学生 の学びや自己評価等の 結果

から
,
極めて短期 間の 実習で ある にもかかわらず,

- 55 -

学生が吸収する学びは大きく, 実習 で の様々 な体

験を通して地域看護の奥行きの 深 さを認識 できる

ようにな っ て い る. しかし
, 学生 は自分が実際に

体験 したこ と, 現象と して見える こ とにつ い ては

理解できて い るが , 参加 した保健事業と地区活動

との 関係や家庭訪問が地区住民 の健康を守るため

にどの ような意義を持つ の かと い うこ とまで は理

解するの が難しい と思われる .
こ の こ とは

, 個々

の 対象が持つ 問題を地域の 中で の 問題 として把返

するまで には至 っ て い ない 現状か らも推測できる .

各種保健事業を保健婦活動の展開の
一

部と して位

置づ け
, 事業の 成り立ちの 背景や 実施上 の様 々な

条件を理解した上で , 保健婦として の 地区活動戦

略を考えるという姿勢を意図的に提示す るこ とが

必要
2 )
である . こ の こ とを考え させ る機会を実習

指導の 中に明確に位置づ けることが重要であろう.

また
,
実習の準備段階で学生に実習で学習すべ

き課題を提示する際
,
実習経験 と そこからの学び

を どの ように課題 レポ ー トと結びつ けて い くの か
,

い わば学生が自分の経験を実習 目的に対して位置

づけ, そこ を糸口に地域看護実践 を考察 して いく

姿勢をイ メ ー

ジ できる こと が大切 で ある
2 )

. そ の

ため には, 準備段階で はオリ エ ン テ ー シ ョ ン を徹

底する ことが重要である .

母子保健事業の移譲に伴 い
,
母子保健関係の事

業 ･ 会議の 体験が全般的に多くな っ て い た. 短期

間の実習の ため , 実習施設の事業予定 に基 づ い て

学生の 実習計画を立てるため , 実習時期によ っ て

事業があまり入 っ て い なか っ たり偏りが ある場合

もある こ とから, こ の ような場合 の 対応を考えて

お く必要がある . 学生
一 人の 実習体験だ けで は体

験量が限られるため , 個々 の 体験や感 じた こ とを

率直に話し合うための 時間の ゆとりが必要である.

こ の こと は
, 家庭訪問につ い て も同様 であり , 請

し合うことによ っ て様々 なケ ー

ス から共通の要素 ･

特性を知る ことがで き, 同時に自分の ケ ー ス の 個

別性や独自の要素, 問題点を知る ことになる . 個々

の 事例から共通の要素を見つ け出し, 地区全体の

共通 ニ ー ズを明確にするため の 時間を確保するこ

とが必要である . グ ル ー プ討議 が充実する こ とに

より学生の気 づきが広がり
,
より 一

層理解を深め

て い くこ とに つ なが ると考える . 1 日 1 日の 実習
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内容をその 日 のうちにカ ン フ ァ レ ンス の形でまと

め て い く ことが学生の学びを深めるポイ ン トにな

る . その ため , 実習中に短時間で もカ ン フ ァ レ ン

ス の 場を毎日設けるこ とができるよう , 実習指導

者の 協力を得るこ とが重要で ある .

5
. 今後の 教育課題

社会情勢の 反映等から , 生活体験 に乏しい , 知

識はあるが応用で きな い
,
何事にお い ても時間が

か かる等の 特徴を持つ 学生が増えており ,
患者の

生活背景や社会性が捉えにくくな っ て い る . した

が っ て
,
こ の 社会的 ニ

ー ズ と学生との 相反する現

状をどの ように教育して補うかが課題 にな っ てく

る . 早期体験実習の 実施や保健所 ･ 市町村実習と

地域 で の 日常生活や対象の 生活環境を中心と した

在宅看護を組み合わせ た実習が今後必要になると

考えられ る .

また, 地域看護学は 3 年次編入生10 名を含む70

名を対象と して 教育を行 っ ており,
平成 8 年度,

9 年度共に, 編入生につ い ては編入生の みの グル
ー

プ編成に して い た. しか し
, 編入生の 入学前の学

習体験や現場経験を活か した授業及び実習展開に

なるよう, また教育効果を高める目的で ,
実習グ

ル ー プを他学生と混合 にす る等 , 短期間の 限られ

た実習をより効果的にするた めの 実習体制づくり

及び教育評価
,
教育研究が重要となる . 今後, 編

入生を含めた学生の ニ
ー ズ

,
社会的 ニ ー ズ に対応

した教育及び実習展開方法を検討 して い くこ とが

大きな課題で ある .

結 語

保健婦活動の 理論と基本技術を伝える効果的な

教育方法を追求する こ とを目的 に, 本学の 地域看

護実習の 量的 ･ 質的分析を行 っ た . その結果, 実

習における学習傾向及び学生の ニ ー ズ の把握
,
ま

た多くの 教育課題を得 るこ と ができた . 今回の課

題を基に今後 , 短期間の 限られた地域看護実習を

より効果的にするための 実習体制 づくり及び教育

評価
,
教育研究を行 っ て い きた い .
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,
E t s u k o K A J IT A

,
N a ts u k o M A E H A T A

,
M a s a k o M U R A Y A M A

D e p a rt m e n t o f C o m m u n it y a n d G e r o n t ol o g l C a l N u r s l n g , S c h o ol o f N u r s l n g ,

T o y a m a M e di c al a n d P h a r m a c e u ti c al U n i v e r s lt y

A b st r a et

T h e ai m o f t hi s s t u d y l S t O fi n d t h e e ff e cti v e e d u c a ti o n m et h o d t o t e a c h p r l n Cip l e

a n d p r a cti c e o f c o m m u n it y h e a lth n u r s l n g .

W e a n aly z e d p r a cti c al t r a i n l n g r e c o r d s , s elトe v al u a ti o n a n d q u e sti o n n ai r e o n p r a cti c e

o f 67 n u r s l n g St u d e n t s i n 1997 ,f r o m t h e p oi n t o f q u a n tit a ti v e a n d q u alitit a ti v e vi e w s .

T h e r e s ult s w e r e a s f o ll o w s ;

1 . It w a s diffi c ult f o r t h e st u d e n t s t o t hi n k a b o u t p u bli c h e alt h a cti viti e s a n d h o m e

vi sit s a s o n e b r a n c h o f c o m m u n lt y a cti viti e s .

2 . It i s n e c e s s a r y t o r e vi e w t h e m et h o d s a n d c o n t e n t s o f t h e p r a c ti c al t r ai n l n g p r O
-

g r a m ･

3 .
T h e a i m s o f t h e p r a cti c al t r a i n ln g n e e d t o b e cl a rifi e d i n t h e c h a o ti c c o m m u nit y

h e alt h . T h e m e t h o d s a n d d e t ail s n e e d t o b e r e -

e x a m i n e d b a s e d o n th e c u r r e n t sit u a -

ti o n .

4 . It i s i m p o r t a n t f o r l e a d e r s o f t h e c o m m u n lt y p r a c ti c e t o g et a n u n d e r st a n di n g a n d

c o o p e r a ti o n a b o u t o u r n u r s l n g e d u c a ti o n ,t h e ai m s o f p r a c ti c al t r a i n l n g a n d t h e g uid
-

a n c e st r u c t u r e i n u ni v e r s lt y C u r ri c u l u m .

5 . W e h a v e t o f o r m a p r a cti c al st r u c t u r e a n d t o p u r s u e e d u c a ti o n a l st u di e s f o r d o i n g

m o r e eff e c ti v e p r a cti c a l t r ai n l n g f o r a s h o rt p e ri o d .

K e y w o r d s

●

u n i v e r sit y c u r ri c u l u m , c o m m u nity h e alth n u r s l n g P r a c ti c e ,

e d u c a ti o n al e v al u a ti o n
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